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本研究は中国西南部、広西壮族自治区三江侗族自治県程陽八寨において、女性と女性が
生産する手工芸品の社会的意義とその変容を明らかにしたものである。侗布作りは、侗族
社会では伝統的に女性と結び付けて考えられてきており、侗布作りや侗錦、侗刺繍の生産
には、女性間の社会関係が重要な役割を果たしてきた。藍染めの木綿布である侗布は女性
の生涯を通じて生産され、その生産には生家あるいは婚家での女性の親族関係が利用され
ている。これに対して、複数の色の木綿の糸で紋様を織り込んだ侗錦や図案を刺した侗刺
繍は、未婚女性の年齢集団によって生産され、未婚女性の仕事として考えられてきた。こ
れら侗布、侗錦、侗刺繍は伝統的には婚姻、出産、葬送儀礼で、与え手の社会的地位を表
す貴重品として姻族、親族間で交換されてきた。 
A. ワイナーは『布と人間』(1995)において、贈与交換において用いられる布が、送り
手のアイデンティティを表す「譲渡不可能なもの」とそうではない「譲渡可能なもの」に
区分されることを指摘している。本研究は侗族社会の貨幣経済化を背景とする社会変容に
おいて、女性が生産する侗布、侗錦織、侗刺繍の社会的意義の変化を、それぞれの工芸品
がいかに「譲渡不可能なもの」と「譲渡可能なもの」と分類され、時代を経るにつれてそ
の境界を越えるかという観点から分析している。 
 侗族社会が父系社会であるため先行研究では女性の社会的地位が十分研究されてこな
かったとし、本研究は調査地対象地域である三江侗族自治県程陽八寨地域の女性の社会的
地位について詳述している。男性の財産が家や土地、家畜であるのに対し、布は女性の財
産である。また女性は生家から婚出する時には、自身が製作した布ばかりでなく、母から
相続する土地や銀を相続した。このような女性の財産は婚姻後も婚家へ吸収されることは
無く、婚出する娘に相続された。また未婚の侗族の女性は、親族集団を越えて、未婚女性
の年齢集団であるラッ・メイと呼ばれる集団に組織化されていた。ラッ・メイ組織は歌垣、
侗錦、侗刺繍の生産技術の伝承に重要な役割をはたしていた。 
本研究の主題である布作りは女性親族の間で伝承されてきた技術である。美しい侗布を
製作するためには、女性個人のアイデンティティに根付いた経験と知識が必要だと考えら
れている。侗布は糸作り、布織と染めの 3つの工程によって完成する。糸作りや布作りは
女性たちが幼いころから母親や親戚の女性の作業を見ることから始まり、息子が嫁をもら
っても続けられ、女性の生涯を通じて布は生産されている。また侗布の美しさを左右する
のは藍染めの良し悪しであり、侗布を染める工程は、ラッ・メイ組織が協働で侗刺繍や侗
錦を生産するのとは異なり、家の中でも特に閉じられた空間で行われていた。布作りにお
ける一連の女性の労働が布と女性のアイデンティティの基盤となっているのである。 
本研究は侗布の使われる通過儀礼として婚姻儀礼、誕生儀礼、葬送儀礼を考察した。持
参財としての侗布の量は女性の家の豊かさの指針となり、侗布の藍染の美しさと布の品質
は女性の美しさと賢さの指針となる。このため、娘の婚姻後の立場が有利になるように、
花嫁の母はできるだけ多くの侗衣を準備しようとする。論文では調査時の参与観察にみら
れた侗布の使用と、1990 年代にまとめられた『程陽橋風俗』(徐、杨、徐 1992)に記録さ
れた侗布の使用が比較された。通過儀礼は、出稼ぎ労働による現金収入の増加により、豪
華になる傾向が見られた。特に、持参財が女性の婚姻後の立場を左右するため、婚姻儀礼
では高額な侗布が購入あるいは借用されていた。一方、誕生儀礼のおんぶ紐、葬送儀礼の
死者にかぶせられる布は既製品の布が使われていた。出稼ぎによる女性労働力の減少は、
村での布作りを不可能にする一方、同時に侗布の価値を高めているのである。 
本研究の第二の主題は中国中央政府と広西壮族自治区政府の非物質文化遺産政策およ
び民族観光振興策が女性の布生産に与えた影響の分析である。中央政府の非物質文化遺産
保護政策や民族観光政策には、中国国内の多様な民族を「中華民族」と認定することで、
国内の結束を高めようという狙いがみられる。刺繍や織物、藍染めに国家としての認定を
与え、地域の民族文化を「中華民族の文化」として書き換えていくのである。また、非物
質文化遺産の認定と民族観光開発は文化産業振興という側面が強く、その発展が目指され
ている。このような政策は広西壮族自治区政府を通じて三江侗族自治県へと伝えられる。
しかし中央政府の中華民族創造過程は、三江侗族自治県の非物質文化遺産保護や民族観光
振興政策では重視されず、むしろ民族観光がもたらす経済効果が重視されていた。 
非物質文化遺産保護活動や民族観光振興において、民族工芸品は観光客のための商品と
して再評価される。この評価の書き換えを背景に、女性たちは新たな侗刺繍・侗錦を生み
出している。侗刺繍・侗錦は女性たちがラッ・メイ組織にいる間に作られ、ラッ・メイ組
織での活動を通じて、女性は刺繍・錦織の技術を他の女性たちと共有、習得していた。し
かし現在、未婚女性の出稼ぎや進学によりラッ・メイ組織は解体し、刺繍・錦織は作られ
なくなっており、日常生活では既製品へ置き換えられている。そして、他者に向けられた
商品として侗錦や侗刺繍の代わりに、他地域の侗族の刺繍に倣った商品が生産されてい
る。しかし土産物販売に携わる女性たちのライフヒストリーによれば、新しい刺繍・錦織
には個々の女性の土産物販売や手工芸品制作の経験が反映されており、新しい刺繍・錦織
はそれぞれの女性たちの経験を投影・可視化させたものである。 
本研究の中国少数民族文化研究に対する貢献は次の 2 点に要約される。第一に本研究は
女性の布づくりと女性の社会関係の関係を明らかにした。従来男性中心の社会構造が描か
れてきた中国研究で女性の社会関係に注目したことは評価できる。第二に本研究は、侗布、
および侗錦織、侗刺繍が、貨幣経済化や観光開発という外部社会との接合において、女性
とその家族のアイデンティティと結びつく侗布と、未婚女性の年齢集団と結びつていた侗
刺繍・侗錦がその社会的特性に応じて独自に商品化していることを明らかにしている。 
